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一
明
治
二
十
五
年
六
月
八
日）

1
（

、
弟
収
二
を
伴
っ
て
再
度
上
京
し
た
独

歩
は
、
青
年
文
学
会
機
関
誌
『
青
年
文
学
』
の
編
集
に
携
わ
り
、
同

時
に
「
鐵
斧
生
」
の
署
名
で
七
月
十
五
日
の
同
誌
九
号
に
「
書
林
に

向
ひ
て
の
二
注
文
」
を
寄
せ
、
こ
れ
を
初
め
と
し
て
、
以
後
、
翌
二

十
六
年
三
月
に
廃
刊
と
な
る
第
十
七
号
ま
で
、
毎
号
欠
か
さ
ず
に
執

筆
し
て
い
る
。

「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」（
明
25
・
11
・
15
）
は
そ
の
期
間
中
に
同

誌
に
発
表
し
た
評
論
文
の
一
つ
で
あ
る
。
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
詩
集
の
入

手
直
後
に
こ
の
文
章
が
発
表
さ
れ
た
事
実
が
あ
っ
た
た
め
、
従
来
、

そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
ン
・
モ
ー
レ
ー
ら
の
言
葉
の
原
典
の

考
証
を
手
が
か
り
に
、
独
歩
が
入
手
し
た
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
詩
集
は
何

か
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
が
、
そ
の
一
方
で
、「
習

作）
2
（

」
と
い
う
認
識
も
あ
っ
て
か
、
独
歩
が
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
を
手
引
き

に
し
て
唱
え
て
い
た
「
田
家
文
学
」
の
様
相
の
具
体
を
含
め
、
文
中

の
叙
述
に
即
し
た
細
部
の
検
討
は
必
ず
し
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。

こ
の
文
章
で
独
歩
は
自
身
最
初
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
観
を
開
陳
し
て

い
る
が
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
詩
集
の
入
手
と
近
接
す
る
が
ゆ
え
に
、「
彼

自
身
の
ワ
ー
ヅ
ワ
ス
観
が
現
は
れ
て
来
て
ゐ
る）

3
（

」
と
い
う
見
方
に
典

型
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
詩
集
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ

た
、
独
歩
独
自
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
観
の
表
出
と
見
る
見
解
が
あ
る
。

近
年
に
な
り
、
独
歩
が
「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
お
い
て
、
徳

富
蘇
峰
が
「
平
民
の
詩
人
」（『
国
民
新
聞
』
明
25
・
10
・
23
）
に
引
い

て
い
る
の
と
同
じ
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
句
を
用
い
て
い
る
事
実
が
秦

独
歩
「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
対
す
る
一
考
察

―
蘇
峰
文
学
論
の
受
容
を
視
座
に

―

曲　
　
　

莉
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行
正
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た）

4
（

。
氏
は
、「
独
歩
の
ワ
ー
ズ
ワ
ス
憧
憬
」

の
背
景
に
「
蘇
峰
の
「
新
日
本
の
詩
人
」
以
来
の
ワ
ー
ズ
ワ
ス
紹
介
」

が
あ
っ
た
こ
と
へ
の
注
意
を
促
が
し
た
の
で
あ
る
。
文
章
全
体
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
、「
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
受
容
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
田

家
文
学
の
主
張
」、
あ
る
い
は
「
直
截
に
西
欧
的
な
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の

自
然
観
・
文
学
観
を
移
入
し
た
結
果
の
所
産
」
と
あ
る
よ
う
に
、
基

本
的
に
は
従
来
の
見
方
を
基
盤
に
し
つ
つ
、「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」

の
執
筆
の
背
景
に
蘇
峰
の
影
響
を
看
取
し
た
点
は
、
は
な
は
だ
示
唆

深
い
も
の
で
あ
る
。

「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
は
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
自
ら
の
言
葉
を

用
い
て
彼
の
詩
人
と
し
て
の
特
質
を
語
っ
た
、
原
詩
の
引
用
が
二
箇

所
見
ら
れ
る
。

（
前
略
）
彼
は
自
ら
曰
く
、

“T
he m

oving accident is not m
y trade;

To freeze the blood I have no ready arts:
,T

is m
y delight alone in sum

m
er shade,

To pipe a sim
ple song for thinking hearts. ”

以
て
渠
の
自
立
す
る
所
、
頼
む
所
、
任
ず
る
所
を
闚
ふ
に
足
る

而
し
て
渠
の
詩
眼
は
何
者
に
向
て
注
が
れ
し
か
。
渠
の
詩
あ
り

曰
く
、

“Love had he found in huts w
here poor m

en lie;

H
is daily teachers had been w

oods and rills,

T
he silence that is in the starry sky,

T
he sleep that is am

ong the lonely hills; ”

則
ち
ウ
ォ
ル
ズ
ウ
ォ
ル
ス
に
取
り
て
は
帝
位
、
戦
争
、
地
獄
、

天
堂
よ
り
も
賤
が
伏
屋
、
谷
の
小
が
わ
、
森
、
或
は
岳
陵
の
方
、

意
味
深
か
ゝ
り
し
な
り
（
後
略
）。 

（
全
集
第
一
巻
、
二
一
〇
頁
）

す
で
に
山
田
博
光
の
指
摘
し
た
通
り）

5
（

、
右
に
掲
げ
た
英
詩
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
鹿
跳
び
の
泉
」（H

art-Leap W
ell

）
と
「
ブ
ル
ー
ム
城
の

祝
宴
で
の
詩
」（Song at the Feast of B

rougham
 C

astle

）
の
中
の
一

節
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、「
ブ
ル
ー
ム
城
の
祝
宴
で
の
詩
」
の
冒
頭
の
〝Love 

had he found in huts w
here poor m

en lie

〞
は
秦
行
正
の
注
目

す
る
詩
句
で
も
あ
る）

6
（

。
蘇
峰
が
「
平
民
の
詩
人
」
の
結
語
に
、「
賎
が

伏
屋
に
、
彼
は
愛
を
見
出
し
ぬ
」
と
日
本
語
訳
を
付
し
て
、
そ
れ
を

引
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
の
中
に
は

蘇
峰
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
に
関
す
る
言
及
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
叙

述
が
ほ
か
に
も
見
ら
れ
る
。
結
末
近
く
の
「
路
傍
の
野
花
も
幾
多
の

詩
想
を
与
へ
ん
。
無
限
の
教
を
供
せ
ん
」
と
い
う
一
文
も
そ
れ
で
あ

る
。
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明
治
二
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
、
錦
城
学
校
で
開
か
れ
た
青
年

文
学
会
第
二
回
例
会
に
森
田
文
蔵
（
思
軒
）、
徳
富
猪
一
郎
、
内
田

周
平
、依
田
百
川（
学
海
）が
講
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
の
場
で
、

蘇
峰
は
「
新
日
本
の
詩
人
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、「
ウ
オ
ル
ヅ
ウ

オ
ル
ス
が
言
つ
た
句
に
『
道
傍
に
咲
ひ
て
居
る
所
の
ア
ノ
無
名
草
で

も
自
分
が
涙
を
流
す
よ
り
マ
ダ
深
き
所
の
意
味
が
そ
の
中
に
籠
つ
て

居
る
』
と
い
ふ
詩
が
あ
る
」
と
し
て
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
の
一
句

に
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る）

7
（

。

「
ウ
オ
ル
ヅ
ウ
オ
ル
ス
が
言
つ
た
句
に
」
以
下
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス

の
言
葉
は
、「
幼
時
を
回
想
し
て
不
死
を
知
る
頌
」（O

de: Intim
ations 

of Im
m

ortality from
 R

ecollections of E
arly C

hildhood

）
の
最
後
の

一
句
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
詩
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

To m
e the m

eanest flow
er that blow

s can give

T
hought that do often lie too deep for tears

こ
の
句
は
蘇
峰
が
好
ん
で
用
い
た
も
の
で
、
特
に
思
い
入
れ
の
深

い
も
の
ら
し
い
。
こ
の
講
演
に
続
き
、
明
治
二
十
三
年
四
月
十
三
日

の
『
国
民
新
聞
』
第
七
二
号
掲
載
の
「
天
然
と
同
化
せ
よ
」
に
お
い

て
も
、「
所
謂
彼
の
ウ
オ
ー
ヅ
ウ
オ
ル
ス
が
警
句
の
如
く
、
無
名
の
野

花
さ
へ
も
、
涙
に
余
る
程
の
深
念
を
与
る
も
の
な
り
。
天
然
の
人
に

及
ぼ
す
勢
力
も
亦
た
大
な
ら
ず
や
」
と
、
再
度
取
り
あ
げ
て
い
る
。

蘇
峰
の
筆
に
な
る
も
の
と
し
て
、
や
や
後
に
な
る
が
、
明
治
二
十
六

年
四
月
三
日
の
『
国
民
之
友
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
観
察
」
の
中

に
は
「
無
名
の
野
花
の
み
田
夫
之
を
刈
り
、
牧
童
之
を
蹈
む
、
唯
た

ウ
オ
ス
ウ
オ
ス
は
此
の
中
に
造
化
の
微
妙
を
見
る
」
と
あ
り
、
自
身

の
血
肉
化
し
た
言
葉
で
語
っ
て
い
る
用
例
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る）
8
（

。
さ
ら
に
、「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
と
同
じ
く
十
一
月
に
発
行
さ

れ
た
『
国
民
之
友
』
第
百
七
拾
壹
号
（
明
25
・
11
・
3
）
の
「
一
語

千
金
」
欄
は
、「
極
メ
テ
卑
シ
キ
花
モ
涙
ノ
届
カ
ヌ
思
想
ヲ
時
ト
シ
テ

ハ
起
ス
ヲ
得　

ウ
ヲ
ル
ヅ
ウ
ヲ
ル
ス　

T
he m

eanest flow
er can 

som
etim

es produce thoughts that lie too deep for tea

）
9
（rs.

―
―

W
ordsw

orth

」
と
、
日
本
語
訳
の
後
に
原
文
を
付
し
て
、
こ
の
句

を
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

民
友
社
系
誌
紙
を
耽
読
し
て
い
た
独
歩
の
こ
と
な
の
で
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
の
文
章
を
通
じ
て
こ
の
句
に
接
し
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ

れ
る）
₁₀
（

。
如
上
の
幾
通
り
か
の
叙
述
を
併
読
す
る
と
、「
路
傍
」、「
道
傍
」

に
近
似
す
る
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
講
演
の
ほ
う
を
参

照
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
講
演
は
独
歩

が
実
際
に
傾
聴）
₁₁
（

し
て
お
り
、
く
わ
え
て
、
青
年
文
学
会
機
関
誌
『
青

年
文
学
雑
誌
』（『
青
年
文
学
』
の
前
身
）
第
一
号
（
明
24
・
3
・
6
）
の

巻
頭
に
は
そ
れ
を
速
記
し
た
も
の
が
全
文
掲
載
さ
れ
、
更
に
明
治
二
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十
五
年
九
月
二
十
八
日
、
青
年
文
学
会
例
会
講
演
集
『
文
談
集
』
が

青
年
文
学
社
よ
り
出
版
さ
れ
、
そ
の
巻
首
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
も

蘇
峰
の
こ
の
講
演
な
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
五
年
九
月
頃
は
独
歩
が

『
青
年
文
学
』
雑
誌
の
主
力
編
集
陣
の
一
人
と
し
て
敏
腕
を
振
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
事
情
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
な
お
そ
の
感
が
強

い
の
で
あ
る
。

「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
の
一
ヶ
月
前
の
同
じ
『
青
年
文
学
』
第

十
二
号
に
、
独
歩
は
「
民
友
記
者
徳
富
猪
一
郎
氏
」（
明
25
・
10
・

15
）
と
題
す
る
人
物
評
を
発
表
し
て
い
た
。「
国
民
之
友
は
今
日
迄

で
六
ヶ
年
八
ヶ
月
の
齢
を
積
み
、
号
を
重
ぬ
る
殆
ん
ど
百
七
十
、
社

説
欄
内
に
掲
げ
ら
れ
た
る
論
文
は
三
百
七
十
編
の
多
き
に
至
る
」
と

あ
る
よ
う
に
、『
国
民
之
友
』
所
載
の
蘇
峰
の
筆
に
な
る
社
説
を
悉
く

通
覧
し
た
気
負
い
を
う
か
が
わ
せ
る
。
実
際
に
、
そ
れ
に
続
け
て
発

表
さ
れ
た
「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

な
蘇
峰
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
言
及
を
意
識
す
る
叙
述
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
果
た
し
て
「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
は
、
蘇
峰
に
よ
る
ワ

ー
ズ
ワ
ー
ス
詩
句
の
紹
介
以
外
に
彼
か
ら
の
影
響
を
看
取
で
き
な
い

の
だ
ろ
う
か
。「
民
友
記
者
徳
富
猪
一
郎
氏
」
に
蘇
峰
の
文
学
関
係

論
説
が
少
な
か
ら
ず
引
用
さ
れ
、
彼
の
文
学
論
に
関
し
て
あ
る
程
度

了
解
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
事
実
を
考
え
る
と
、
な
お
さ
ら
こ
の

疑
問
が
わ
き
起
こ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
あ
ら
た
め
て

「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
の
解
読
を
試
み
る
こ
と
で
こ
う
し
た
問
題

に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

二
「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
お
い
て
、独
歩
は
「
渠
の
自
立
す
る
所
、

頼
む
所
、
任
ず
る
所
」、
そ
し
て
「
渠
の
詩
眼
は
何
者
に
向
て
注
が

れ
し
か
」、
さ
ら
に
「
ウ
ォ
ル
ズ
ウ
ォ
ル
ス
が
吾
人
に
与
ふ
る
所
の

者
は
何
ぞ
」
と
い
う
三
つ
の
方
面
か
ら
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
を
論
じ
て
い

る
。
な
お
か
つ
ジ
ョ
ン
・
モ
ー
レ
ー
ら
の
評
言
を
紹
介
し
て
、
ワ
ー

ズ
ワ
ー
ス
の
詩
人
と
し
て
の
特
質
を
説
い
た
後
、
自
ら
の
ワ
ー
ズ
ワ

ー
ス
に
対
し
て
抱
く
所
信
を
次
の
よ
う
に
開
陳
し
て
い
る
。

只
だ
渠
は
悲
劇
の
為
め
に
悲
劇
を
作
ら
ず
、
小
説
の
為
め
に
小

説
を
作
ら
ず
、
詩
歌
の
為
め
に
詩
歌
を
作
ら
ず
、
美
術
の
名
の

為
め
に
美
術
を
作
ら
ず
只
だ
己
れ
の
天
よ
り
感
得
し
た
る
理
想

を
攄
べ
て
、
同
胞
人
類
を
教
へ
ん
事
を
以
て
任
じ
た
る
田
家
詩

人
た
る
を
知
る
の
み）

₁₂
（

。（
全
集
第
一
巻
二
一
二
頁
、
傍
線
は
引
用
者
）

続
い
て
、独
歩
は
更
に
「
近
来
の
文
学
社
会
」
を
槍
玉
に
挙
げ
、「
没

理
想
論
の
大
戦
争
」
を
「
意
外
の
悲
劇
否
な
滑
稽
戯
を
見
る
の
奇
怪
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な
る
現
象
」
と
揶
揄
し
、湖
処
子
も
そ
れ
ら
の
「
迷
信
謬
説
」
に
「
感

染
」
さ
せ
ら
れ
た
と
断
じ
、「
吾
人
が
文
学
者
及
び
文
学
に
関
し
て
信

ず
る
処
は
之
れ
と
異
る
」
と
明
言
し
た
上
で
、
自
ら
の
見
解
を
以
下

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

渠
必
ず
し
も
悲
劇
を
作
る
に
及
ば
ず
、
必
ず
し
も
沙
翁
の
跡
を

追
ふ
に
及
ば
ず
、
必
ず
し
も
審
美
学
を
知
る
に
及
ば
ず
、
只
だ

渠
は
詩
眼
を
以
て
『
人
間
は
如
何
に
生
活
す
可
き
か
』（how

 to 

live

）
て
ふ
問
題
に
付
て
感
得
し
た
る
理
想
を
ば
、
詩
情
を
以

て
詩
文
に
現
は
し
以
て
同
胞
人
類
を
真
理
と
善
徳
に
導
く
可
き

使
命
を
有
す
る
者
、
之
れ
を
文
学
者
の
標
準
と
信
ず）

₁₃
（

。

 

（
全
集
第
一
巻
二
一
三
頁
、
傍
線
は
引
用
者
）

右
に
掲
げ
る
二
つ
の
引
用
文
は
趣
意
大
要
が
重
な
り
、
同
義
反
復

の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
が
、
後
者
は
前
者
を
詳
細
な
言
葉
で
さ
ら
に

明
確
に
説
明
・
追
認
し
た
も
の
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

に
若
き
独
歩
の
文
学
に
対
す
る
根
本
的
な
見
解
が
表
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、「
理
想
」
や
「
同
胞
人
類
」
と
い

っ
た
二
つ
の
言
葉
が
共
通
し
て
現
わ
れ
て
い
る
事
実
は
注
意
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。「
理
想
」
は
文
学
の
〈
内
容
〉、「
同
胞
人
類
」
は

〈
対
象
〉、
と
い
う
形
で
い
ず
れ
も
文
学
の
捉
え
方
の
根
幹
の
問
題
に

か
か
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、「
理
想
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。
後
者
の
引
用
文
に
徴
し
て
見

れ
ば
、「
理
想
」
の
内
実
は
「『
人
間
は
如
何
に
生
活
す
可
き
か
』（how

 

to live

）」
と
い
う
問
の
解
答
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
こ
で
〝how

 to live

〞
に
あ
て
ら
れ
た
「
人
間
は
如
何
に
生

活
す
可
き
か
」
と
い
う
表
現
に
留
意
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

よ
く
似
た
叙
述
が
、
蘇
峰
「
新
日
本
の
詩
人
」（『
国
民
之
友
』
明
21
・

8
・
17
）
の
結
末
近
く
の
一
節
に
も
う
か
が
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

マ
シ
ウ
ー
、
ア
ル
ノ
ド
氏
曰
く
、
詩
の
奥
意
は
、（
そ
の
表
面
の

千
態
萬
状
な
る
に
拘
は
ら
ず
）
人
生
生
活
の
批
評
に
あ
り
、
詩
人

の
偉
大
な
る
は
、
人
生
の
生
活
に
就
て
、
即
ち
如
何
に
し
て
生

活
す
可
き
や
と
云
ふ
問
題
に
就
て
、
最
も
力
あ
り
、
最
も
美
妙

な
る
観
念
を
適
用
す
る
に
存
す
と
、
吾
人
は
敢
て
此
の
人
間
生

活
の
批
評
を
以
て
、
詩
人
全
体
の
職
分
と
は
謂
は
さ
れ
ど
も
、

其
の
重
も
な
る
職
分
た
る
こ
と
は
、
即
ち
之
れ
を
承
認
せ
ん
と

欲
す
る
な
り
、
人
間
が
如
何
に
し
て
生
活
す
可
き
や
は
、
人
間

が
此
の
世
に
在
つ
て
、
最
初
に
解
釈
せ
ん
と
欲
し
て
、
最
後
ま

で
殆
ん
ど
解
釈
に
苦
し
む
所
ろ
の
問
題
な
り
、

 

（
傍
線
、
波
線
は
引
用
者
）



－116－

先
に
蘇
峰
が
「
新
日
本
の
詩
人
」
と
題
す
る
講
演
を
青
年
文
学
会

例
会
で
行
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
内
容
を
異
に
す
る
が
、
二
年
前

の
明
治
二
十
一
年
、
蘇
峰
の
筆
に
な
る
同
じ
題
名
の
文
章
が
『
国
民

之
友
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
蘇
峰
は
伝
統
の
旧
詩
を
全
否

定
す
る
立
場
か
ら
、
エ
マ
ソ
ン
や
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
ら
の
詩

学
の
主
張
を
持
ち
上
げ
、
そ
こ
に
こ
そ
詩
人
の
目
指
す
べ
き
方
向
が

あ
る
と
し
、「
詩
の
思
想
」
の
革
新
を
熱
弁
す
る
と
と
も
に
明
治
の
新

日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
新
詩
人
の
出
現
を
待
望
す
る
心
情
を
、
彼
独
特

の
高
揚
感
の
あ
る
文
体
で
表
し
て
い
る
。

引
用
文
の
「
マ
シ
ウ
ー
、
ア
ル
ノ
ド
氏
曰
く
」
以
下
の
波
線
部
が

ア
ー
ノ
ル
ド
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
論
の
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
こ
と

は
諸
家
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る）
₁₄
（

。
該
当
す
る
原
文
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

It is im
portant, therefore, to hold fast to this: that poetry 

is at bottom
 a criticism

 of life; that the greatness of a 

poet lies in his pow
erful and beautiful application of 

ideas to life, 

―to the question: H
ow

 to live.  （‘Preface ’ in 

Poem
s of W

ordsw
orth, chosen and edited by M

atthew
 A

rnold, 

M
acm

illan, 1910. p.xvi

）

原
文
の
〝how

 to live

〞
は
蘇
峰
に
よ
っ
て
「
人
間
が
如
何
に
し

て
生
活
す
可
き
や
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
如
何
に
し
て
生

活
す
可
き
や
」
に
つ
い
て
の
「
観
念
」
を
「
適
用
」
し
て
こ
そ
詩
人

は
「
偉
大
」
だ
と
ア
ー
ノ
ル
ド
は
言
う
の
だ
、
と
蘇
峰
は
述
べ
て
い

る
。独

歩
の
場
合
、〝how

 to live

〞
に
関
す
る
言
及
は
、「
田
家
文
学
と

は
何
ぞ
」
の
そ
れ
以
外
に
は
、
こ
の
時
期
の
明
治
二
十
五
年
九
月
二

十
二
日
付
田
村
三
治
宛
書
簡
に
も
見
ら
れ
る
。
箇
条
書
き
の
断
想
風

の
体
裁
を
取
る
こ
の
手
紙
は
、
田
村
の
卒
業
を
慶
賀
す
る
て
い
の
も

の
で
あ
る
が
、
独
歩
自
身
の
感
懐
を
交
え
つ
つ
、
親
友
に
人
生
の
旅

立
ち
の
心
構
え
の
用
意
を
促
が
す
と
こ
ろ
に
主
意
が
あ
り
、
そ
の
中

に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
み
え
る
。

○　

如 

何
に
生
く
可
き
乎
（how

 to live

）
之
れ
最
初
の
問
題
に
し

て
最
後
の
問
題
な
り
。
元
と
よ
り
肉
体
的
の
意
味
に
あ
ら
ず

道
徳
的
の
意
味
な
り
（
後
略
）。

（
全
集
第
五
巻
、
二
五
二
頁
。
書
簡
番
号
二
〇
）

「
如
何
に
生
く
可
き
乎
」
と
い
う
日
本
語
訳
の
あ
と
に
原
文
の
〝

how
 to live

〞
が
括
弧
で
括
っ
た
形
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
書
簡
を

念
頭
に
入
れ
る
と
、「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
使
わ
れ
て
い
る
「
人
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間
は
如
何
に
生
活
す
可
き
か
」
と
い
う
表
現
は
、
あ
る
い
は
蘇
峰
の

「
新
日
本
の
詩
人
」
を
意
識
し
、
そ
れ
を
な
ぞ
ら
え
た
も
の
な
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

だ
が
、「
如
何
に
し
て
生
活
す
可
き
や
と
云
ふ
問
題
に
就
て
、
最
も

力
あ
り
、
最
も
美
妙
な
る
観
念

4

4

を
適
用
す
る
に
存
す
（
傍
点
は
引
用

者
）」
と
の
蘇
峰
の
言
い
方
に
対
し
て
、
独
歩
は
「『
人
間
は
如
何
に

生
活
す
可
き
か
』（how

 to live
）
て
ふ
問
題
に
付
て
感
得
し
た
る
理4

想4

（
傍
点
は
引
用
者
）」
と
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
別
に
「
理
想
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。

ア
ー
ノ
ル
ド
の
原
文
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
蘇
峰
の
言
う
「
観

念
」
が
原
文
の
〝ideas

〞
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
二
十

年
代
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
詩
論
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
、
そ
の
際
に
、〝

ideas

〞
に
関
し
て
は
、「
観
念
」
の
ほ
か
に
、「
思
想）
₁₅
（

」、「
意
想）
₁₆
（

」
な
ど
、

論
者
に
よ
っ
て
訳
語
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
蘇
峰
自
身
も
「
新
日
本

の
詩
人
」
か
ら
約
二
年
後
に
発
表
さ
れ
た
「
帰
省
を
読
む
」（『
国
民

之
友
』
明
23
・
7
・
13
）
に
お
い
て
、
4

詩
若
し
理
想
を
人
間
の
生
活
に
応
用
す
る
者
な
ら
ば
、
此
小
冊
子

は
即
ち
詩
な
り
、
詩
若
し
人
間
の
生
活
を
批
評
す
る
者
な
ら
ば
、

此
小
冊
子
は
即
ち
詩
な
り

と
、「
理
想
」
と
い
う
語
を
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
後
に
な
る
が
、
人
生
相
渉
論
争
の
さ
な
か
の
明
治
二

十
六
年
五
月
、
透
谷
は
『
文
学
界
』
五
号
に
「
人
生
の
意
義
」
と
題

す
る
短
文
を
載
せ
、
論
敵
山
路
愛
山
と
の
立
脚
点
の
相
違
を
整
理
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
前
掲
の
ア
ー
ノ
ル
ド
の
言
葉
を
援
用
し
て

「
理
想

4

4

と
い
ふ
も
の
を
人
生
に
適
用
す
る（
傍
点
は
引
用
者
）」と
訳
し
、

こ
の
主
張
が
彼
の
批
評
精
神
に
確
固
た
る
拠
点
を
与
え
た
旨
を
述
べ

た）
₁₇
（

。さ
て
、
こ
こ
で
当
然
問
題
と
な
る
の
は
、「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」

に
あ
っ
て
、
独
歩
が
〝how

 to live

〞
の
訳
を
、
蘇
峰
「
新
日
本
の

詩
人
」
の
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
を
使
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
じ
文
中
の
「
観
念
」
の
語
を
避
け
、
あ
え
て
「
理
想
」
と
い
う
言

い
方
を
取
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
、と
い
う
点
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、

論
の
中
盤
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
没
理
想
論
争
へ
の
批
判
が
そ
れ
に
関

係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
没
理
想
論
」
に
真
正
面
か
ら

挑
み
、反
論
の
ス
タ
ン
ス
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
す
た
め
の
戦
略
が
、

独
歩
に
「
理
想
」
と
い
う
言
葉
を
選
ば
せ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。同
様
の
趣
向
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
が
ほ
か
に
も
見
ら
れ
る
事
実
も
、

こ
う
し
た
推
測
を
可
能
に
し
て
い
る
。「
同
胞
人
類
を
真
理
と
善
徳

に
導
く
可
き
使
命
を
有
す
る
者
」
と
い
う
叙
述
が
そ
れ
で
あ
る
。
前

掲
「
新
日
本
の
詩
人
」
の
引
用
文
の
少
し
前
の
と
こ
ろ
に
、「
詩
人
」
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の
持
つ
べ
き
「
思
想
な
る
も
の
」
と
し
て
、
蘇
峰
は
「
真
理
と
道
徳

と
美
妙
と
を
一
貫
し
た
る
高
尚
な
る
観
念
」
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

故
に
知
る
可
し
、
我
邦
に
於
て
古
よ
り
詩
人
を
生
せ
ざ
り
し
所

以
、
而
し
て
現
今
に
於
て
も
生
せ
ざ
る
所
以
、
敢
て
理
由
な
き

に
あ
ら
ず
。
即
ち
彼
の
詩
人
な
る
も
の
に
し
て
宗
教
の
観
念
、

道
義
の
観
念
、
真
理
の
観
念
、
真
理
と
善
徳
と
美
妙
と
を
一
貫

し
た
る
高
尚
な
る
観
念
な
き
か
為
め
な
る
こ
と
を
、
蓋
し
詩
の

思
想
な
る
も
の
は
、
此
等
の
観
念
の
優
悠
涵
泳
し
て
自
然
に
化

成
し
た
る
も
の
に
外
か
な
ら
ず
、

翌
年
、「
文
学
者
の
目
的
は
人
を
楽
ま
し
む
る
に
あ
る
乎
」（『
国
民

之
友
』
明
22
・
1
・
22
）
に
お
い
て
、
蘇
峰
は
文
学
者
の
当
為
に
触
れ

つ
つ
、「
真
理
と
、
善
徳
と
、
美
妙
」
に
再
度
言
及
し
て
い
た
。
こ
の

文
章
に
関
し
て
は
、「
民
友
記
者
徳
富
猪
一
郎
氏
」
に
お
い
て
、
独
歩

は
「
彼
等
は
自
ら
世
の
豫
言
者
、
説
教
者
、
教
師
た
る
事
を
忘
る
可

か
ら
ず
。
彼
等
が
主
観
的
に
有
す
る
目
的
は
人
を
楽
ま
し
む
る
に
あ

ら
ず
し
て
、
人
間
社
会
に
立
ち
て
真
理
と
善
徳
と
美
妙
と
を
一
貫
し

た
る
高
尚
な
る
博
大
な
る
真
摯
な
る
観
念
の
観
察
者
た
り
、
説
明
者

た
る
に
あ
り
と
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
、
そ
の
議
論
の
最
も
重
要
な

部
分
を
引
用
し
て
い
る
。

如
上
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
見
ら
れ
る

「
真
理
と
善
徳
」
へ
の
言
及
に
は
蘇
峰
の
文
学
論
へ
の
意
識
を
見
出

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、「
真
理
と
、
善
徳
と
、
美
妙
」
を
ワ
ン
セ

ッ
ト
に
扱
う
蘇
峰
の
論
法
に
対
し
、「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
お
い

て
、
独
歩
の
筆
は
「
真
理
と
善
徳
」
の
言
及
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。「
審
美
論
」
の
権
威
主
義
の
濫
用
を
非
難
す
る
文
脈
と
し
て
は

け
だ
し
当
然
の
筆
法
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
内
容
の
一
致
か
ら
、「『
人
間
は
如
何
に

生
活
す
可
き
か
』（how

 to live

）て
ふ
問
題
に
付
て
感
得
し
た
る
理
想
」

と
の
独
歩
の
言
は
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
〝ideas to life,

―to the 

question: how
 to live

〞
を
連
想
さ
せ
、
一
見
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
言

葉
そ
の
も
の
を
翻
訳
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
が
、
し
か
し
、
措

辞
の
上
に
目
を
注
ぐ
と
、
そ
れ
は
蘇
峰
の
関
係
文
学
論
を
敷
衍
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

こ
の
事
実
を
把
握
し
な
く
て
は
「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
の
執
筆

の
内
面
的
意
味
は
汲
み
あ
げ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
連
し

て
、
本
章
の
冒
頭
に
「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
か
ら
引
い
た
二
つ
の

引
用
文
か
ら
割
り
出
し
た
も
う
一
つ
の
共
通
語
で
あ
る「
同
胞
人
類
」

を
あ
わ
せ
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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三
「
同
胞
人
類
を
教
へ
ん
事
を
以
て
任
じ
た
る
田
家
詩
人
」
と
あ
る

よ
う
に
、「
同
胞
人
類
」
を
教
え
導
く
と
い
う
点
に
お
い
て
ワ
ー
ズ
ワ

ー
ス
的
な
文
学
者
像
が
理
想
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ

も
ま
た
蘇
峰
の
文
学
論
に
似
た
考
え
方
で
あ
る
点
が
興
味
を
引
く
の

で
あ
る
。

「
新
日
本
の
詩
人
」（『
国
民
之
友
』）
に
お
い
て
、蘇
峰
は
開
口
一
番
、

「
詩
人
は
実
に
斯
く
の
如
き
者
な
り
、
彼
は
宇
宙
の
美
妙
を
吸
収
し

て
、
之
れ
を
同
胞
の
人
類
に
分
配
す
る
も
の
な
り
、
宇
宙
の
秘
密
を

穿
鑿
し
て
、
之
れ
を
同
胞
の
人
類
に
説
明
す
る
も
の
な
り
、」
と
述

べ
て
い
る
。「
宇
宙
」
と
「
天
」
の
言
葉
遣
い
こ
そ
違
え
、「
天
よ
り

感
得
し
た
る
理
想
を
攄
べ
て
、
同
胞
人
類
を
教
へ
ん
事
」（「
田
家
文

学
と
は
何
ぞ
」）
と
書
か
れ
て
い
る
如
く
、
同
様
の
位
置
関
係
は
独
歩

に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
以
上
に
、「
同
胞
人
類
」
は
蘇
峰
の
中
で
特
別
の

響
き
を
持
つ
極
め
て
重
要
な
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
見
の
が
し
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、た
と
え
ば
彼
の
筆
に
な
る
「
平
民
の
詩
人
」

か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
ホ
イ
ツ
チ
ア
ル
（John 

G
reenleaf W

hittier,　
　
　
　
　
　

）
を
追
悼
し
、
そ
の
業
績
の
顕
彰

を
旨
と
す
る
短
文
で
あ
る
が
、そ
こ
で
蘇
峰
は
ホ
イ
ツ
チ
ア
ル
を「
漫

に
『
蒲
桃
美
酒
夜
光
杯
』
を
吟
じ
て
豪
興
に
誇
り
、『
一
路
寒
山
萬
木

中
』
を
詠
じ
て
、
幽
玄
に
矜
る
」
よ
う
な
詩
人
と
は
対
蹠
的
な
存
在

で
あ
る
と
捉
え
、
彼
は
「
実
に
平
民
の
詩
人
な
り
。
彼
は
実
に
無
辺

な
る
人
間
同
胞
の
福
音
者
な
り
。
彼
は
宏
恢
な
る
社
会
の
観
念
者
な

り
。
彼
は
霊
敏
な
る
人
情
の
鼓
吹
者
な
り
（
傍
線
は
引
用
者
）」
と
賛

辞
を
言
い
連
ね
て
い
る
。一
方
で
、「
世
幸
に
自
家
の
哀
涙
を
掬
し
て
、

同
胞
の
為
め
に
一
滴
を
濺
ぐ
も
の
あ
る
か
」
と
、「
病
客）
₁₈
（

」
詩
人
を
痛

烈
に
難
詰
し
て
い
る
。
真
の
詩
人
は
常
に
「
同
胞
」、「
人
類
」
を
念

頭
に
置
き
、
人
類
に
対
す
る
深
い
同
情
を
も
っ
て
歌
わ
ざ
る
を
え
な

い
、
と
い
う
蘇
峰
の
立
場
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

発
想
が
蘇
峰
の
い
わ
ゆ
る
平
民
主
義
の
立
場
に
連
な
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

む
ろ
ん
、詩
の
領
分
は
「
風
雲
月
露
」
の
「
自
然
界
」
の
「
咏
物）
₁₉
（

」、

あ
る
い
は
「
幽
玄
」、「
豪
興）
₂₀
（

」
の
情
趣
の
追
求
の
み
に
限
ら
ず
、
真

正
の
詩
人
は
「
同
胞
人
類
」
に
目
を
む
け
、「
眼
前
」
の
「
活
題
目）
₂₁
（

」

（「〝Love had he found in huts w
here poor m

en live

〞
賎
か
伏
屋
に
、

彼
は
愛
を
見
出
し
ぬ
」）
を
掴
ま
え
て
謳
歌
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う

蘇
峰
の
趣
旨
へ
の
共
感
と
正
当
な
理
解
が
基
底
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、

理
想
的
詩
人
・
文
学
者
の
姿
の
根
本
に
「
同
胞
人
類
」
へ
の
眼
差
し

を
据
え
る
独
歩
の
立
論
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
、
蘇
峰
が
「
平
民
の
詩
人
」
に
引
い

1807—
1892
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て
い
た
の
と
同
じ
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
秦
行
正
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で

あ
る
。
独
歩
が
そ
れ
を
含
む
一
節
を
も
っ
て
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
眼

の
所
在
を
説
い
た
う
え
、
更
に
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
を
「
同
胞
人
類
を
教

へ
ん
事
を
以
て
任
じ
た
る
田
家
詩
人
」
と
位
置
づ
け
た
と
こ
ろ
を
見

る
と
、「
平
民
の
詩
人
」（
明
25
・
10
・
23
）
と
時
を
接
し
て
発
表
さ
れ

て
い
る
「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
は
、
詩
句
か
ら
の
示
唆
の
み
な
ら

ず
、
内
容
、
思
想
の
上
で
も
蘇
峰
の
平
民
主
義
詩
人
論
に
響
応
す
る

趣
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
「
同
胞
人
類
」
へ
の
関
心
は
、
田
舎
、
自
然
を

詩
材
と
す
る
の
が
常
で
あ
る
独
歩
の
作
品
に
照
ら
し
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
旧
来
の
田
園
詩
、
自
然
吟
詠
文
学
と
は
一
線
を
画
す
近
代
的

性
格
を
持
つ
も
の
で
も
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
つ
け
く
わ
え
て
お
き
た

い
。か

く
し
て
「
理
想
」
や
「
同
胞
人
類
」
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
、「
田

家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
示
さ
れ
て
い
る
独
歩
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
観
お

よ
び
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
き
た
理
想
的
文
学
者
像
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
が
、
こ
れ
ら
の
表
出
を
追
う
と
、
蘇
峰
の
文
学
関
係
諸
論
の
広

大
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
立
ち
現
れ
て
く
る
。
内
容
、
用
語
に
重
な
る

部
分
が
多
い
こ
と
は
、
蘇
峰
の
考
え
方
や
措
辞
そ
の
も
の
ま
で
も
が

独
歩
の
中
に
奥
深
く
浸
透
し
、
彼
の
文
学
観
の
基
礎
を
な
し
て
い
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
蘇
峰
の
言
説
が
従
来
伝
記
的

資
料
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
て
い
た
以
上
に
、
独
歩
の
文
学
意
識
の
形

成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ

る
。
両
者
の
交
渉
の
検
討
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
視
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、
独
歩
が
湖
処
子
の
い
う
田
家
文
学
「
小
冠
」
論
に
反

論
を
加
え
る
際
に
持
ち
出
し
た
「
詩
眼
の
高
下
」
と
い
う
評
価
軸
も

蘇
峰
の
言
を
な
ぞ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
例

え
ば
「
帰
省
を
読
む
」
の
次
の
一
節
に
よ
っ
て
知
り
得
る
。

詩
の
事
た
る
、
事
物
を
其
儘
に
写
す
に
非
ず
、
自
己
の
眼
球
に

反
映
せ
し
め
て
其
影
射
し
た
る
物
を
ば
写
す
な
り
、
而
し
て
詩

人
の
妙
は
、
其
反
映
せ
し
む
る
着
眼
の
極
め
て
真
な
る
と
、
高

と
に
在
り
、吾
人
は
此
書
の
着
眼
極
め
て
高
し
と
言
ふ
を
得
ず
、

然
れ
ど
も
其
清
く
、
温
に
、
且
真
な
る
は
、
吾
人
敢
て
之
を
許

す
を
吝
ま
ざ
る
な
り
、 

（
傍
線
は
引
用
者
）

詩
人
は
「
自
己
の
眼
球
」
の
「
反
映
」・「
影
射
」
作
用
を
経
過
し

て
「
物
」
を
「
写
」
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
蘇
峰
は
唱
え
て
い

る
。「
事
物
を
其
儘
に
写
す
」
単
純
な
写
実
論
に
反
対
す
る
立
場
に

立
脚
す
る）
₂₂
（

蘇
峰
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
い
る
。「
理
想
」
の
「
影
射
」
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と
し
て
の
「
詩
」
の
像
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
い
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
着
眼
」の〈
真
偽
〉、

〈
高
下
〉
は
、
詩
の
出
来
栄
え
を
左
右
す
る
意
味
か
ら
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
座
か
ら
蘇
峰
は
『
帰
省
』（
宮
崎
湖
処
子

著
、
明
23
・
6 

民
友
社
）
を
評
し
、
そ
の
「
清
」、「
温
」、「
真
」
の
面

を
高
く
買
い
つ
つ
も
、「
着
眼
極
め
て
高
し
と
言
ふ
を
得
ず
」
と
評
価

を
留
保
し
た
。

対
し
て
、「
若
し
夫
れ
、
微
妙
玄
通
、
絶
代
の
詩
眼
を
以
て
せ
ば
、

由
つ
て
以
て
高
遠
な
る
理
想
人
生
の
真
趣
を
説
明
し
能
は
ず
と
せ
ん

や
」
と
あ
る
よ
う
に
、
独
歩
の
湖
処
子
批
判
の
眼
目
は
こ
こ
で
も
や

は
り
同
じ
「
詩
眼
」
の
あ
り
か
た
に
置
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、「
然
れ

ど
も
」
の
逆
接
を
用
い
て
「
清
」、「
温
」、「
真
」
の
賞
揚
に
向
う
蘇
峰

の
擁
護
的
な
論
調
に
対
し
、
独
歩
は
蘇
峰
の
観
点
に
沿
い
つ
つ
も
、

あ
え
て
手
放
し
の
称
賛
で
な
い
と
こ
ろ
だ
け
を
際
立
た
せ
、
そ
れ
を

自
家
の
考
え
る
田
家
文
人
の
理
想
像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
の
装

置
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
瞥
見
し
て
き
た
よ
う
に
、「
理
想
」
を
も
っ
て
「
同
胞
人
類
」

を
「
教
」
え
る
と
い
っ
た
理
想
的
文
学
者
像
の
提
出
、
お
よ
び
そ
れ

に
連
動
す
る
詩
眼
の
高
下
の
評
価
軸
と
い
っ
た
点
か
ら
考
え
、「
田
家

文
学
と
は
何
ぞ
」
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
文
学
論
が
蘇
峰
の
言
説
に
全

面
的
に
依
拠
し
、
そ
れ
を
祖
述
す
る
と
こ
ろ
か
ら
成
り
立
つ
こ
と
は

も
は
や
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い）
₂₃
（

。
こ
れ
は
『
国
民
之
友
』
を
愛
読
し
、

蘇
峰
に
親
炙
し
た
流
れ
か
ら
し
て
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
決
し
て
二
番
煎
じ
に
終
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
蘇
峰
の
文
章
の
濃
密
な
閲
読
や
自
ら
の
内
面
化
に
よ

る
洗
練
を
経
て
、
更
に
は
先
輩
の
湖
処
子
、
そ
し
て
文
壇
の
重
鎮
の

逍
遥
・
鷗
外
を
標
的
に
想
定
さ
れ
る
「
没
理
想
論
」「
審
美
論
」
と

い
っ
た
流
行
の
二
大
潮
流
に
対
し
て
批
判
の
眼
を
向
け
、
同
時
代
の

文
学
の
あ
り
か
た
を
問
題
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
理
想
」
と
「
同

胞
人
類
」
を
両
輪
と
す
る
理
想
的
文
学
者
像
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
文

学
の
〈
主
題
〉
と
〈
対
象
〉
の
把
握
が
、
独
歩
の
中
に
次
第
に
明
晰

な
も
の
に
な
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
こ
の
際
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
こ
そ
「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
一
編
の
真
の
価
値
が
あ
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
独
歩
の
創
作
上
の
素
材
と
観
点
、
お
よ
び
創
作
態
度
の

お
お
よ
そ
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
ア
ー
ノ
ル
ド
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
論
を
は
じ
め
と
す
る
蘇
峰

の
文
学
論
の
礎
石
と
な
る
英
学
に
直
接
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
は
彼
な
ら
で
は
の
文
学
的
・
思
想
的
課
題
へ
と
発
展
・
深
化

し
て
ゆ
く
の
だ
が
、「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
は
既
に
、
蘇
峰
を
の

り
こ
え
て
、
独
自
の
道
を
歩
み
出
す
端
緒
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
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四
ア
ー
ノ
ル
ド
の
詩
論
が
、
徳
富
蘇
峰
ら
西
洋
文
学
に
対
し
て
当
時

と
し
て
は
か
な
り
高
い
関
心
と
深
い
知
識
を
も
つ
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ

ー
ダ
ー
達
に
よ
っ
て
、
明
治
二
十
年
代
前
半
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
蘇
峰
の
文
学
論
は
全
体
的
に
、
吉
田
正

信
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
示
唆
の
段
階
で
と
ど
ま
っ
て
い
て
」、

「
実
践
的
な
問
題
は
作
家
の
側
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て）
₂₄
（

」
い
る
点

に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
同
様
の
評
言
は
彼
の
ア
ー
ノ
ル
ド
詩
論
の
紹

介
に
も
あ
て
は
ま
る
。
文
芸
批
評
家
で
あ
る
と
同
時
に
詩
の
制
作
に

直
に
携
わ
る
詩
人
で
も
あ
る
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
詩
作
の
実
践
や
応
用

に
関
わ
る
発
言
も
少
な
か
ら
ず
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
蘇
峰
ら
に

よ
っ
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
際
に
、
そ
の
方
面
へ
の
言
及
は
往
々
に

し
て
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
。

そ
も
そ
も
、
先
に
掲
げ
た
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
論
を

引
い
た
「
新
日
本
の
詩
人
」
の
一
節
に
、
す
で
に
中
皓
に
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
、
明
ら
か
な
誤
訳
が
存
在
し
て
い
る
。
問
題
の
文
言
を
抄

出
し
て
お
く
。

詩
人
の
偉
大
な
る
は
、
人
生
の
生
活
に
就
て
、
即
ち
如
何
に
し

て
生
活
す
可
き
や
と
云
ふ
問
題
に
就
て
、
最
も
力
あ
り
、
最
も

美
妙
な
る
観
念
を
適
用
す
る
に
存
す
と
、

こ
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

that the greatness of a poet lies in his pow
erful and 

beautiful application of ideas to life, 

―
―to the question: 

H
ow

 to live.  

（p.xvi

）

〝application

〞
の
直
前
に
〝pow

erful and beautiful

〞
と
い
う

二
つ
の
形
容
詞
が
冠
さ
れ
て
い
る
。
位
置
関
係
か
ら
見
れ
ば
、
蘇
峰

が
理
解
し
て
い
た
よ
う
な
〝ideas

〞
な
の
で
は
な
く
、〝application

〞

を
修
飾
す
る
た
め
に
配
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
原
文
の
文
法

に
従
え
ば
、
正
し
く
は
、
中
皓
の
言
う
よ
う
に
、「
観
念
を
如
何
に
力

強
く
、
ま
た
美
し
く
適
用
す
る
か
に
存
す
る）
₂₅
（

」
と
訳
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
つ
ま
り
、how

 to live

に
つ
い
て
の
人
生
の
深
意
の
探
索
を

伴
う
「
人
生
の
批
評
」
と
し
て
の
詩
の
内
実
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、

詩
美
の
法
則
を
も
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
ア
ー
ノ
ル

ド
の
立
場
な
の
で
あ
る）
₂₆
（

。

ア
ー
ノ
ル
ド
が
こ
の
意
識
を
最
も
明
確
に
発
表
し
た
の
は
、
の
ち

の
論
文
〝the study of poet

）
₂₇
（ry

〞
に
お
い
て
で
あ
る）
₂₈
（

。
関
連
す
る
叙

述
を
見
て
み
よ
う
。
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詩
に
お
い
て
は
、
人
生
の
批
評
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
批
評
の

た
め
に
詩
的
真
実
と
詩
的
美
の
法
則
の
定
め
る
条
件
は
あ
る
の

だ
が
（
後
略
）。 
（
成
田
成
寿
訳
注
『
英
米
文
芸
論
双
書
7
マ
シ
ュ
ー

・
ア
ー
ノ
ル
ド
「
詩
の
研
究
」』（
昭
48
・
9 

研
究
社
出
版
）
七
頁
）

最
高
の
詩
的
成
功
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
人
生
に
た
い
す
る

観
念
の
力
強
い
適
用
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
適
用
の
条
件

は
、
詩
的
真
理
と
詩
的
美
の
法
則
の
決
定
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
同
右
、
六
一
頁
）

ち
な
み
に
、
や
や
後
に
な
る
が
、
透
谷
は
明
治
二
十
六
年
四
月
の

『
評
論
』
第
一
号
に
掲
載
の
「
日
本
文
学
史
骨 

第
一
回 
快
楽
と
実
用 

明
治
文
学
管
見
の
一
」
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
「
人
生
の
批
評
と
し

て
の
詩
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
論
調
に
対
し
て
批
判
を
加
え
、
ア
ー

ノ
ル
ド
理
解
の
是
正
を
促
が
し
た
。

マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
は
「
人
生
の
批
評
と
し
て
の
詩
に
於

て
は
、
詩
の
理
、
詩
の
美
の
定
法
に
応
ふ
か
ぎ
り
は
、
人
生
を

慰
め
、
人
生
を
保
つ
こ
と
を
得
る
な
り
」
と
云
へ
り
。

文
学
が
一
方
に
於
て
、
人
生
を
批
評
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
、

余
も
之
を
疑
は
ず
。
然
れ
ど
も
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
言
ふ
如
く
、

人
生
の
批
評
と
し
て
の
詩
は
又
た
詩
の
理
と
詩
の
美
と
を
兼
ね

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
吾
人
文
学
を
研
究
す
る
も
の
は
、
単
に
人
生

の
批
評
の
み
を
事
と
せ
ず
し
て
、
詩
の
理
と
詩
の
美
と
を
も
究

む
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
可
な
る
べ
し
。

こ
れ
は
人
生
相
渉
論
争
の
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
、「
単
に
人
生
の

批
評
の
み
を
事
と
」
す
る
、
と
透
谷
が
難
ず
る
と
き
、
だ
れ
の
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
い
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う）
₂₉
（

。

と
こ
ろ
で
、
蘇
峰
に
適
用
へ
の
思
考
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。「
新
日
本
の
詩
人
」
の
論
末
に
「
美
妙

な
る
観
念
を
ば
、
人
の
胸
臆
に
潜
み
た
る
最
後
の
琴
線
に
触
る
程
に

深
切
に
此
の
問
題
に
適
用
し
て
、
而
し
て
之
れ
を
解
釈
す
る
な
り
」

と
の
文
言
が
見
え
る
。
同
様
の
趣
旨
は
冒
頭
部
で
次
の
よ
う
な
形
で

も
書
か
れ
て
い
る
。「
自
か
ら
美
妙
の
観
念
を
以
て
、
天
地
萬
有
よ

り
動
か
さ
れ
て
、
更
に
美
妙
の
観
念
を
以
て
、
人
間
社
会
を
動
か
す

者
な
り
、
而
し
て
其
動
か
す
や
、
皮
相
に
非
す
し
て
、
人
間
胸
臆
最

後
の
琴
線
に
触
る
ゝ
も
の
な
り
」
と
。

も
っ
と
も
、「
人
間
胸
臆
最
後
の
琴
線
に
触
る
」
こ
と
は
、
蘇
峰
の

文
学
観
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
も
あ
る
。「
文
学
者
の
目
的

は
人
を
楽
ま
し
む
る
に
あ
る
乎
」
に
お
い
て
も
、
蘇
峰
は
こ
の
点
に



－124－

触
れ
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

吾
人
は
固
よ
り
謂
ふ
文
学
者
の
客
観
的
の
目
的
は
、
人
を
楽
し

ま
し
む
る
に
あ
り
と
し
て
、
毫
も
妨
な
し
、
但
た
其
主
観
的
の

目
的
に
於
て
は
―
―
自
ら
文
学
者
と
し
て
立
つ
所
の
道
義
的
の

職
分
に
於
て
は
―
―
之
を
以
て
満
足
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。

彼
等
は
自
ら
世
の
預
言
者
、
説
教
者
、
教
師
た
る
こ
と
を
忘
る

べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
文
学
者
（
中
略
）、
最
も
幽
奥
な
る
哲
学

家
の
尺
度
に
於
て
す
ら
達
す
る
能
は
ざ
る
人
心
最
後
の
琴
線
に

触
れ
て
快
感
を
与
ふ
る
な
り 

（
傍
線
は
引
用
者
）

文
学
者
の
世
に
あ
る
務
め
を
「
預
言
者
、
説
教
者
、
教
師
」
に
置

い
た
上
で
、
文
学
者
は
「
最
も
幽
奥
な
る
哲
学
家
の
尺
度
に
於
て
す

ら
達
す
る
能
は
ざ
る
人
心
最
後
の
琴
線
に
触
れ
て
快
感
」
を
与
え
る

の
だ
と
蘇
峰
は
言
う
。「
人
心
最
後
の
琴
線
に
触
れ
」
る
と
こ
ろ
に

お
い
て
、
文
学
者
は
哲
学
者
よ
り
も
上
位
に
あ
る
と
蘇
峰
は
暗
に
示

唆
す
る
の
で
あ
る
。蘇
峰
が
考
え
る
文
学
者
の
文
学
者
た
る
所
以
も
、

ま
さ
に
こ
の
点
に
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

「
人
間
胸
臆
」
あ
る
い
は
「
人
心
」
の
「
最
後
の
琴
線
に
触
」
れ

る
と
い
う
叙
述
に
〈
共
感
〉
の
喚
起
へ
の
強
い
志
向
が
読
み
取
れ
る

の
だ
が
、
そ
れ
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
如
何
な
る
手
段
を
講
ず
る
べ

き
か
に
つ
い
て
は
、「
新
日
本
の
詩
人
」
に
見
ら
れ
る
「
美
妙
な
る
観

念
を
ば
人
の
胸
臆
に
潜
み
た
る
最
後
の
琴
線
に
触
る
程
に
深
切
に
此

の
問
題
に
適
用
（
傍
線
は
引
用
者
）」
す
る
と
い
う
漠
然
と
し
た
言
い

方
以
外
に
は
言
及
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

晩
年
、
蘇
峰
は
『
蘇
峰
自
伝
』（
昭
10
・
9 

中
央
公
論
社
）
に
お
い

て
文
章
作
法
に
触
れ
、
自
ら
の
奉
じ
た
「
金
科
玉
條
」
が
「
達
意
」

で
あ
る
と
告
白
し
、「
正
し
く
」
そ
し
て
「
強
く
」
伝
達
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
他
」
の
「
感
情
を
動
か
す
」
文
章
法
を
開
示
し
て
い
た
。

こ
こ
に
は
「
大
衆
を
相
手
」
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
し
い
文
章

意
識
が
歴
然
と
し
て
い
る
。「
新
日
本
の
詩
人
」に
書
か
れ
て
い
る「
深

切
に
此
の
問
題
に
適
用
（
傍
線
は
引
用
者
）」
す
る
と
い
う
一
文
に
も

お
そ
ら
く
同
様
の
意
識
が
働
い
て
い
た
の
だ
ろ
う）
₃₀
（

。
も
っ
と
も
、
一

家
の
見
識
を
鼓
吹
す
る
時
評
類
な
ら
ば
、
力
強
い
筆
調
は
昂
揚
感
を

そ
そ
り
立
て
る
こ
と
で
大
衆
に
呼
び
か
け
る
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
文
学
作
品
に
お
い
て
調
子
だ
け
が
高
ぶ
る
と
、
共
感
の
喚

起
ど
こ
ろ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
空
疎
の
感
に
陥
り
か
ね
な
い
危
険

を
も
孕
ん
で
し
ま
う
。
こ
こ
に
言
論
人
蘇
峰
の
文
学
意
識
の
限
界
が

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

対
し
て
、「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
に
お
い
て
は
、
短
い
言
及
な
が

ら
、「
詩
情
を
以
て
詩
文
に
現
は
し
」
と
独
歩
は
は
っ
き
り
と
書
き
つ

け
、〝how

 to live

〞
に
つ
い
て
感
得
し
た
「
理
想
」
を
提
出
す
る
方
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法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
漠
然
と
で
は
あ
っ
て
も
、「
詩
情
」
に
着
眼
し

た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
闇
に
も
歓

び
あ
り
、
光
に
も
悲
あ
り
麥
藳
帽
の
廂
を
傾
け
て
、
彼
方
の
丘
、
此

方
の
林
を
望
め
ば
、
ま
じ
〳
〵
と
照
る
日
に
輝
い
て
眩
ゆ
き
ば
か
り

の
景
色
。
自
分
は
思
は
ず
泣
い
た）
₃₁
（

」
と
、情
動
を
熱
い
涙
で
表
現
し
、

そ
れ
を
も
っ
て
一
篇
を
締
め
く
く
っ
た
「
画
の
悲
み
」（『
青
年
界
』

明
35
・
8
）
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
其
夜
、
淡
い
霞
の
や
う
に
僕
の

心
を
包
ん
だ
一
片
の
哀
情
は
年
と
共
に
濃
く
な
つ
て
、
今
は
た
ゞ
其

時
の
僕
の
心
持
を
思
ひ
起
し
て
さ
へ
堪
え
難
い
、
深
い
、
静
か
な
、

や
る
瀬
の
な
い
悲
哀
を
覚
え
る
の
で
あ
る）
₃₂
（

」
と
い
う
、
哀
情
が
み
な

ぎ
る
「
少
年
の
悲
哀
」（『
小
天
地
』
明
35
・
8
）
の
結
末
な
ど
、後
年
、

独
歩
の
筆
に
な
る
作
品
の
数
々
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
読
者
の
心
に

訴
え
、
感
動
の
余
韻
に
浸
ら
せ
る
豊
か
な
詩
情
を
持
ち
味
と
す
る
文

学
に
大
成
す
べ
き
予
感
を
感
じ
さ
せ
る
一
言
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。蘇

峰
の
文
学
論
を
主
体
的
に
摂
取
し
つ
つ
、
さ
ら
に
彼
に
見
過
ご

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
文
学
創
造
の
実
践
に
か
か
わ
る
問

題
に
も
目
を
つ
け
て
、〈
主
題
〉
と
〈
表
現
〉、
換
言
す
れ
ば
、
問
題

の
探
求
と
文
学
の
方
法
と
の
両
面
で
思
索
を
深
め
る
独
歩
の
姿
が
う

か
が
え
る
。
本
人
が
意
識
し
た
か
否
か
は
さ
て
お
き
、
文
学
者
へ
の

道
に
重
要
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
如
上
の
如
く
、「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
が
実
証
的
に
示
し
て
く
れ

る
よ
う
に
、
独
歩
は
蘇
峰
の
文
章
を
通
じ
て
文
学
の
輪
郭
を
把
握
し

て
い
っ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ

て
も
、
蘇
峰
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
文
学
の
捉
え
か
た
が
彼
の
中
で

綜
合
さ
れ
、
血
肉
化
し
て
行
く
う
ち
に
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
を
代
表
と

す
る
「
田
家
文
学
」
を
一
つ
の
理
想
的
な
文
学
モ
デ
ル
と
し
て
捕
捉

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
先
輩

湖
処
子
の
田
家
詩
人
「
小
冠
」
論
の
み
な
ら
ず
、
あ
わ
せ
て
没
理
想

論
争
を
も
射
程
に
入
れ
、
批
判
を
加
え
た
上
で
、〝how

 to live

〞
に

関
連
し
て
「
天
よ
り
感
得
し
た
る
理
想
」
を
「
詩
情
」
を
も
っ
て
表

現
し
、「
同
胞
人
類
」
を
教
え
る
、
と
い
う
確
固
た
る
〈
問
題
意
識
〉

と
文
学
の
〈
主
題
〉、〈
方
法
〉、〈
対
象
〉
の
自
覚
に
裏
づ
け
ら
れ
た
理

想
的
な
文
学
者
像
の
青
写
真
が
独
歩
の
中
で
次
第
に
明
晰
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
後
年
の
独
歩
文
学
の

展
開
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
独
歩
が
「
田
家
文
学
と
は
何

ぞ
」
を
も
っ
て
、
蘇
峰
の
文
学
論
の
影
響
の
内
面
化
に
重
要
な
一
歩

を
進
め
、
あ
る
意
味
で
、
そ
れ
を
自
己
の
所
有
と
す
る
端
緒
を
開
い

た
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。

独
歩
と
蘇
峰
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
相
反
す
る
二
通
り
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の
捉
え
方
が
存
在
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
は
北
野
昭
彦
の
「
民
友
社

の
平
民
主
義
の
影
響
か
ら
自
立
し
た
独
歩
が
、〈
小
民
〉
の
人
間
的
価

値
を
発
見
し
、
明
治
の
〈
小
民
史
〉
の
文
学
的
形
象
化
を
め
ざ
す
に

至
っ
た
必
然
の
経
路
を
解
明
す
る
鍵
が
、
植
村
の
ワ
ー
ズ
ワ
ス
論
の

こ
の
一
節
（
帝
王
将
相
匹
夫
小
人
も
詩
の
題
目
と
し
て
区
別
が
な
い
と
述

べ
た
一
節
―
―
引
用
者
注
）
に
伏
在
し
て
い
た）
₃₃
（

」
と
の
見
解
が
典
型
的

で
あ
る
よ
う
に
、
民
友
社
の
平
民
主
義
か
ら
自
立
し
た
位
置
に
、
独

歩
の
文
学
の
源
流
を
設
定
す
る
意
見
で
あ
る
。他
方
は
山
田
博
光「
独

歩
と
民
友
社）
₃₄
（

」
や
「
独
歩
文
学
の
位
置
づ
け）
₃₅
（

」
を
代
表
と
す
る
、
両

者
間
の
交
渉
を
積
極
的
に
追
尋
・
評
価
す
る
一
連
の
論
考
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、「
自
然
へ
の
愛
は
独
歩
に
特
有
な
も
の
で
な
く
、
民
友

社
系
の
文
学
者
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
も
の
で
あ
る）
₃₆
（

」、「
独
歩
の
小
民
は

松
原
や
愛
山
の
口
に
す
る
貧
民
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
明
治
社
会
の

敗
残
者
、
落
後
者
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
る）
₃₇
（

」
と
山
田
が
い
み
じ

く
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
独
歩
文
学
と
民
友
社
文
学
と
の
間
に

は
相
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
独
歩

文
学
の
特
質
を
、
蘇
峰
を
先
頭
と
す
る
民
友
社
と
の
交
渉
に
遡
り
、

そ
の
発
生
の
源
で
は
っ
き
り
と
捉
え
よ
う
と
す
る
山
田
の
所
論
は
首

肯
で
き
る
。
た
だ
し
、
独
歩
の
言
説
に
立
ち
入
り
、
彼
が
民
友
社
か

ら
、特
に
な
か
で
も
深
く
影
響
を
受
け
た
は
ず
の
蘇
峰
か
ら
何
を
得
、

そ
し
て
内
面
化
を
重
ね
る
中
で
、
何
を
自
己
の
も
の
と
し
て
抽
出
し

た
か
、
を
具
体
的
に
示
す
資
料
が
提
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

氏
の
議
論
は
や
や
直
観
的
な
把
握
に
留
ま
っ
て
い
る
と
の
印
象
が
否

め
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
一
篇
を
精
読
す

る
こ
と
は
、
独
歩
の
文
学
意
識
の
形
成
の
軌
跡
を
蘇
峰
と
の
具
体
的

な
関
係
の
中
に
跡
付
け
、
彼
の
文
学
的
課
題
の
一
端
を
知
る
う
え
で

も
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

＊　

独
歩
の
引
用
本
文
は
『
定
本
国
木
田
独
歩
全
集
』（
昭
和
五
十
三

年
増
訂
版 

学
習
研
究
社
）
に
従
っ
た
。
旧
字
は
適
宜
常
用
漢
字
に
改

め
た
。
な
お
蘇
峰
の
関
係
論
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
初

出
に
拠
り
、
傍
線
、
圏
点
は
省
略
し
た
。

【
注
】

（
1
）「
水
谷
眞
雄
日
誌
」（
学
習
研
究
社
版
『
定
本
国
木
田
独
歩
全
集
』
第

十
巻
所
収
）
六
月
十
日
の
項
に
「
此
の
夜
国
木
田
か
着
京
せ
し
を
報

せ
り
、
一
昨
日
着
京
と
」（
四
四
四
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
独
歩
の

再
度
の
上
京
は
二
十
五
年
六
月
八
日
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
2
）塩
田
良
平「
国
木
田
独
歩
に
及
ぼ
し
た
ワ
ー
ヅ
ワ
ス
の
影
響（
二
）」（『
明

治
大
正
文
学
研
究
』
昭
31
・
1
）、
七
九
頁
。

（
3
）塩
田
良
平「
国
木
田
独
歩
に
及
ぼ
し
た
ワ
ー
ヅ
ワ
ス
の
影
響（
一
）」（『
明
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治
大
正
文
学
研
究
』
昭
30
・
9
）、
三
頁
。

（
4
）
秦
行
正
「
文
学
者
独
歩
の
出
発
―
―
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
受
容
か
ら
〈
小
民
〉

文
学
の
創
造
へ
―
―
」（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
94
・
9
）。

（
5
）
山
田
博
光
「
独
歩
が
読
ん
だ
ワ
ー
ズ
ワ
ス
詩
集
の
テ
キ
ス
ト
は
何
か
」

（
初
出
「
ワ
ー
ズ
ワ
ス
詩
集
と
国
木
田
独
歩
」（『
比
較
文
学
』
81
・
12
）、

同
氏
著『
北
村
透
谷
と
国
木
田
独
歩
―
―
比
較
文
学
的
研
究
―
―
』（
平

2
・
12　

近
代
文
芸
社
）
所
収
）、
引
用
は
後
者
に
よ
る
。
四
一
頁
。

（
6
）
秦
行
正
「
文
学
者
独
歩
の
出
発
―
―
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
受
容
か
ら
〈
小
民
〉

文
学
の
創
造
へ
―
―
」（
前
掲
）、
九
〇
五
頁
。

（
7
）
蘇
峰
に
よ
る
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
こ
の
詩
句
の
引
用
に
つ
い
て
、
山
田

博
光
が
「
独
歩
と
民
友
社
」（
初
出
『
文
学
』（
昭
40
・
１
）、の
ち
『
国

木
田
独
歩
論
考
』
所
収
（
昭
53
・
9 

創
世
記
））
に
お
い
て
も
触
れ
て

い
る
。
蘇
峰
の
こ
の
講
演
を
明
治
二
十
五
年
の
も
の
と
判
断
す
る
氏

は
、
同
じ
頃
に
独
歩
が
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
詩
集
を
入
手
し
た
事
実
に
徴

し
て
、
詩
集
の
入
手
は
蘇
峰
の
講
演
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
推
測
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
同
様
の
明
治
二
十
五
年
と
い
う
認
識
は
、
滝

藤
満
義
（「
シ
ン
セ
リ
テ
ィ
ー
論
Ⅰ
―
―
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
起
筆
前

後
―
―
」（『
国
木
田
独
歩
論
』（
86
・
5 

塙
書
房
））、
注
（
13
））
に

も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
山
田
の
論
に
明
治
二
十
五
年
の
も
の
と
断
ず

る
根
拠
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
詩
句
の
引
用
の
後
に
括
弧
付
き

で
「『
文
学
断
片
』
所
収
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
、

民
友
社
刊
国
民
叢
書
五
冊
『
文
学
断
片
』（
明
27
・
3
）
の
目
次
の
「
新

日
本
の
詩
人
」
の
項
目
下
に
あ
る
、「
廿
五
年
九
月
於
青
年
文
学
会
講

演
」
と
い
う
注
記
を
念
頭
に
置
い
た
判
断
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
本
論
の
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
二
十
四
年
三
月

の
『
青
年
文
学
雑
誌
』
第
一
号
に
す
で
に
そ
れ
を
速
記
し
た
も
の
の

全
文
掲
載
が
見
ら
れ
る
。
明
治
二
十
五
年
九
月
、
水
谷
眞
雄
の
尽
力

（『
国
木
田
独
歩
全
集
』
第
十
巻
所
収
「
水
谷
眞
雄
日
記
」（
四
四
六
頁
）

を
参
照
）
に
よ
り
、
青
年
文
学
会
例
会
で
行
な
わ
れ
た
講
演
を
集
め

た
小
冊
子
が
青
年
文
学
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
事
実
に
鑑
み
、『
文

学
断
片
』
の
注
記
は
あ
る
い
は
講
演
集
の
出
版
日
付
を
勘
違
い
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
8
）
中
国
で
最
も
早
い
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
に
関
す
る
言
及
は
、
一
九
〇
〇
年

三
月
一
日
の
『
清
議
報
』
に
発
表
さ
れ
た
梁
啓
超
の
「
慧
観
」
の
「
無

名
之
野
花
、
田
夫
刈
之
、
牧
童
蹈
之
、
而
窩
尓
哲
窩
士
于
此
中
見
造

化
之
微
妙
焉
」
と
い
う
一
句
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
向
玲
玲
「
国

内
華
茲
華
斯
比
較
研
究
述
評
」（『
浙
江
旅
遊
職
業
学
院
学
報
』
09
・

6
））。「
慧
観
」
は
蘇
峰
の
「
観
察
」
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
二
つ
の
文
章
を
読
み
比
べ
れ
ば
分
か
る
。
無
論
、
そ
こ
で
の

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
句
へ
の
言
及
も
蘇
峰
か
ら
の
孫
引
き
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
後
年
、蘇
峰
は
自
伝
の
中
で
「
こ
の
赤
表
紙
の
小
冊
子
（『
国

民
叢
書
』
―
―
引
用
者
注
）
は
、
当
時
最
も
読
ま
れ
、
そ
の
中
に
は
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特
に
支
那
留
学
生
な
ど
に
も
愛
読
さ
れ
た
も
の
が
あ
つ
た
こ
と
は
、

当
時
の
留
学
生
で
あ
り
、
後
に
は
支
那
政
界
に
雄
飛
し
た
る
人
々
よ

り
、
親
し
く
予
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
聴
い
た
こ
と
に
よ
つ
て
も

判
る
。
而
し
て
そ
の
或
者
は
支
那
文
に
翻
訳
せ
ら
れ
た
」（『
蘇
峰
自
伝
』

（
昭
10
・
9 
中
央
公
論
社
）、
五
八
四
頁
）
と
回
想
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
留
学
生
の
中
の
一
人
に
梁
啓
超
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
蘇
峰
に
よ
る
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
紹
介
が
梁
啓
超
の
翻
訳
を
介

し
て
中
国
に
お
け
る
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
紹
介
・
研
究
の
嚆
矢
と
な
っ
た

事
実
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
9
）
こ
の
引
用
に
は
誤
植
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
モ
ー
レ
ー
本
に
も
、
ア

ー
ノ
ル
ド
本
に
も
、
当
該
箇
所
は
〝the m

eanest flow
er that blow

s 

can give/T
hought that do often lie too deep tears

〞
と
な
っ
て

い
る
。

（
10
）
ち
な
み
に
、
こ
の
句
は
『
女
学
雑
誌
』
二
二
四
号
（
明
23
・
8
・
2
）

の
「
か
す
み
」
の
署
名
に
よ
る
「
深
夜
の
星
こ
ゝ
ろ
の
歌
」
に
も
〝

To m
e the m

eanest flow
er that blow

 can give thoughts that do 

often lie too deep for tears

〞
と
見
え
る
。

（
11
）
た
と
え
ば
、
独
歩
全
集
第
五
巻
所
収
の
塩
田
良
平
の
解
題
に
、
独
歩

が
「
第
二
回
例
会
」
に
も
「
出
席
し
て
会
務
に
熱
心
だ
っ
た
」（
六
三

一
頁
）
と
あ
る
。

（
12
）
こ
の
引
用
文
に
つ
い
て
、
秦
行
正
は
「
文
学
者
独
歩
の
出
発
―
―
ワ

ー
ズ
ワ
ス
の
受
容
か
ら
〈
小
民
〉
文
学
の
創
造
へ
―
―
」（
前
掲
）
に

お
い
て
、
こ
れ
を
モ
ー
レ
ー
の
言
葉
と
し
て
捉
え
て
い
る
（
九
〇
〇

頁
）。「
田
家
文
学
と
は
何
ぞ
」
の
独
歩
の
原
文
に
確
か
に
「
ミ
ヤ
ー

ス
氏
は
ウ
ォ
ル
ズ
ウ
ォ
ル
ス
を
以
て
、「
プ
ラ
ト
ー
、
ダ
ン
テ
、
ウ
ォ

ル
ズ
ウ
ォ
ル
ス
」
と
連
唱
す
可
き
者
な
り
と
説
け
り
と
ぞ
、
然
か
る

に
モ
ー
レ
ー
氏
は
之
れ
余
り
に
賞
賛
に
過
ぎ
た
る
者
と
な
せ
り
、
吾

人
は
其
の
当
否
を
知
ら
ず
、
只
だ
渠
は
悲
劇
の
為
め
に
悲
劇
を
作
ら

ず
、小
説
の
為
め
に
小
説
を
作
ら
ず
、詩
歌
の
為
め
に
詩
歌
を
作
ら
ず
、

美
術
の
名
の
為
め
に
美
術
を
作
ら
ず
只
だ
己
れ
の
天
よ
り
感
得
し
た

る
理
想
を
攄
べ
て
、
同
胞
人
類
を
教
へ
ん
事
を
以
て
任
じ
た
る
田
家

詩
人
た
る
を
知
る
の
み
」
と
あ
る
よ
う
に
、
先
頭
に
モ
ー
レ
ー
の
名

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
典
拠
と
言
わ
れ
る
モ
ー
レ
ー
編
『
ワ

ー
ズ
ワ
ー
ス
全
詩
集
』
の
序
文
と
つ
き
あ
わ
せ
て
み
れ
ば
わ
か
る
よ

う
に
、
モ
ー
レ
ー
の
言
葉
は
「
之
れ
余
り
に
賞
賛
に
過
ぎ
た
る
者
と

な
せ
り
」（
厳
密
に
言
え
ば
、
正
し
く
は
モ
ー
レ
ー
自
ら
の
言
葉
な
の

で
は
な
く
、Sw

inburne

の
言
葉
を
モ
ー
レ
ー
が
紹
介
し
た
も
の
で
あ

る
。）
と
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。「
吾
人
は
其
の
当
否
を
知
ら
ず
」
以

下
は
独
歩
に
よ
る
自
家
の
主
張
の
開
陳
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

（
13
）
傍
線
部
に
つ
い
て
秦
行
正
は
「
文
学
者
独
歩
の
出
発
―
―
ワ
ー
ズ
ワ

ス
の
受
容
か
ら〈
小
民
〉文
学
の
創
造
へ
―
―
」（
前
掲
）で
注
を
付
け
、

そ
れ
が
「
ア
ー
ノ
ル
ド
の
「
ワ
ー
ズ
ワ
ス
」
論
を
踏
ま
え
た
所
論
で
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あ
ろ
う
」（
九
一
三
頁
）
と
し
、
更
に
〝because m

oral ideas are 

really so m
ain a part of hum

an life. T
he question, how

 to live, 

is itself a m
oral idea; and it is the question w

hich m
ost 

interests every m
an, and w

ith w
hich, in som

e w
ay or other, he 

is perpetually occupied

〞
を
そ
れ
に
相
当
す
る
原
文
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
文
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
傍
線
部
分
は
蘇
峰

の
文
学
論
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
所
論
か
ら
の

直
接
の
引
用
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）中
晧「
民
友
社
の
詩
歌
論
―
―『
国
民
之
友
』を
中
心
と
し
て
―
―
」（
同

志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
民
友
社
の
研
究
』（
昭
52
・
12 

雄
山

閣
））。
佐
藤
善
也
「
人
生
相
渉
論
争
期
以
前
の
北
村
透
谷
と
マ
シ
ュ

ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
」（『
透
谷
、
操
山
と
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
』

（
97
・
7 

近
代
文
芸
社
））。

（
15
）
そ
の
用
例
に
は
、
例
え
ば
、「
マ
シ
ウ
、
ア
ル
ノ
ル
ド
曰
く
、
詩
は
生

命
の
批
評
な
り
、
そ
の
目
的
は
高
尚
な
る
思
想
を
人
生
に
適
用
せ
し

む
る
に
在
り
と
」（
植
村
正
久
「
詩
人
論
」（『
日
本
評
論
』（
明
23
・

5
・
10
））、
傍
線
は
引
用
者
）、
あ
る
い
は
「
詩
は
所
詮
人
生
の
批
判

な
り
詩
人
の
大
は
人
生
問
題
、
即
ち
「
如
何
に
生
存
す
べ
き
か
」
と

い
ふ
問
題
に
対
し
て
其
の
思
想
を
強
盛
に
且
優
美
に
応
用
す
る
処
に

存
す
」（
鄭
隈
生
義
訳
「
詩
論
雑
纂
」（『
早
稲
田
文
学
』（
明
26
・
3

・
25
））、
傍
線
は
引
用
者
）
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。

（
16
）「
マ
シ
ウ
、
ア
ー
ノ
ル
ド
曰
く
、
詩
は
到
底
生
涯
の
批
評
の
如
し
、
詩

の
切
要
な
る
所
以
は
高
速
高
大
な
る
意
想
を
実
社
界
に
応
用
し
人
類

如
何
に
生
存
す
べ
き
や
の
大
問
題
に
考
及
す
る
の
一
事
に
あ
り
と
」

（「
詩
仙
」（
上
）「
詩
人
と
は
何
如
な
る
も
の
ぞ
」（『
女
学
雑
誌
』（
明

23
・
7
・
12
））、
傍
線
は
引
用
者
）。

（
17
）
明
治
二
十
五
年
前
後
は
、写
実
的
小
説
が
下
火
に
な
り
、代
わ
り
に
「
理

想
」
と
い
う
言
葉
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の

こ
と
は
、
例
え
ば
、
第
一
次
『
早
稲
田
文
学
』
第
二
十
六
号
（
明
25

・
10
・
30
）
に
掲
載
の
「
文
界
彙
報 

小
説
界
」
の
「
案
ず
る
に
今
の

俗
に
写
実
的
と
称
す
る
小
説
の
多
数
は
既
に
読
者
に
厭
か
れ
た
り
か

る
が
ゆ
ゑ
に
世
人
口
を
開
け
ば
則
ち
曰
は
く
今
の
小
説
は
繊
弱
な
り

狭
小
な
り
徒
に
男
女
の
恋
愛
を
写
す
に
過
ぎ
ず
と
且
之
れ
に
種
々
の

注
文
を
附
し
た
り
曰
は
く
宜
し
く
社
会
問
題
を
材
料
と
し
て
人
智
を

啓
き
風
教
を
益
す
べ
し
本
月
一
日
『
改
進
』
曰
は
く
宇
宙
、
人
生
等

に
関
す
る
自
己
の
理
想
を
発
揮
す
べ
し
本
月
廿
三
日
『
国
民
』
三
汊

漁
郎
曰
は
く
旧
理
想
に
安
ぜ
ず
新
理
想
を
描
写
す
る
こ
と
を
力
む
べ

し
『
青
年
文
学
』
十
二
号
峰
夏
樹
と
最
近
『
国
民
之
友
』
に
於
て
透

谷
子
他
界
に
対
す
る
観
念
の
我
が
古
来
の
文
界
に
乏
し
き
由
を
詳
論

し
た
る
末
に
い
は
く
「
写
実
派
と
理
想
派
と
の
区
別
漸
く
立
た
ん
と

す
る
今
日
の
文
壇
に
理
想
詩
人
の
万
人
に
願
求
せ
ら
れ
な
が
ら
出
現

す
る
こ
と
の
晩
き
も
盖
し
他
界
に
対
す
る
高
傑
な
る
観
念
の
作
家
に
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乏
し
き
に
因
る
な
ら
ん
」
と
之
れ
に
因
り
て
観
れ
ば
理
想
的
詩
歌
小

説
を
求
む
る
声
漸
く
高
か
ら
ん
と
す
」（
二
二
頁
）
と
い
う
短
文
か
ら

も
窺
い
知
れ
る
。
透
谷
の
言
葉
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
部
分
の
文
面
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
透
谷
の
言
う
「
理
想
」
は
「
他
界
」
へ
の
願

望
の
色
彩
が
き
わ
め
て
濃
厚
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

独
歩
は
同
じ
く
ア
ー
ノ
ル
ド
か
ら
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
彼
の
言

う
「
理
想
」
が
常
に
「
同
胞
人
類
」
を
教
え
導
く
「
人
間
の
教
師
」

と
し
て
の
役
目
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
た
め
、
透
谷
と
位
相
を
大
き
く

異
に
し
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

（
18
）「
窮
し
て
巧
な
り
と
は
、
詩
人
の
自
か
ら
慰
む
る
警
語
な
れ
ど
も
、
彼

等
自
か
ら
窮
し
て
自
家
の
窮
を
傷
み
、
而
し
て
愁
思
乱
れ
て
麻
の
如

く
、
此
に
於
て
凝
り
て
詩
と
な
る
也
。
之
を
例
せ
ば
病
客
が
熱
に
侵

さ
れ
て
夢
幻
境
に
入
る
が
如
く
、
日
月
の
外
を
奔
り
、
宇
宙
の
極
を

環
る
も
、要
す
る
に
是
れ
発
熱
の
作
用
の
み
」
と
蘇
峰
は
書
い
て
い
る
。

（
19
）「
詩
人
の
題
目
」（『
国
民
之
友
』
明
25
・
11
・
3
）。

（
20
）「
平
民
の
詩
人
」（『
国
民
新
聞
』
明
25
・
10
・
23
）。

（
21
）
同
右
。

（
22
）
こ
れ
に
関
連
し
て
、
た
と
え
ば
、
大
江
逸
の
筆
名
で
書
か
れ
た
「
浮

雲
（
二
篇
）
の
漫
評
」（『
国
民
之
友
』
明
21
・
2
）
の
中
で
、
蘇
峰

は
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
の
言
葉
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
小
説
な

る
も
の
は
実
際
よ
り
も
一
層
美
妙
に
描
き
出
さ
ざ
る
可
ら
ず
」
と
主

張
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
年
の
「
熱
海
だ
よ
り
（
番
外
）」（
明
26
・

3
・
19
）
に
お
い
て
も
「
マ
シ
ウ
ー
・
ア
ル
ノ
ル
ド
申
す
様
批
評
家

の
本
色
は
世
間
に
存
す
る
最
善
最
美
の
思
想
を
捉
へ
此
に
明
光
を
与

へ
て
世
間
に
普
及
せ
し
む
る
に
あ
り
と
（
傍
線
は
引
用
者
）」
と
語
っ

て
い
る
。
ア
ー
ノ
ル
ド
研
究
者
の
矢
野
峰
人
は
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
詩

論
の
最
も
重
要
な
鍵
語
〝criticism

 of life

〞
に
つ
い
て
、〝application 

of ideas to life

〞
が
す
な
わ
ち
そ
の
内
実
の
解
説
に
あ
た
る
も
の
で

あ
る
と
述
べ
、「
詩
人
が
題
材
に
対
し
彼
自
身
の
人
生
観
を
以
て
臨
み
、

い
は
ば
そ
の
光
の
下
に
照
ら
さ
れ
た
る
対
象
を
描
き
出
す
と
い
ふ
事

は
、
畢
竟
彼
が
対
象
を
批
評
す
る
事
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」、

「
詩
人
が
対
象
の
単
な
る
外
相
の
描
写
に
満
足
せ
ず
、
皮
下
深
く
透
察

し
た
結
果
た
る
作
品
は
、自
ら
彼
の
人
生
観
を
通
過
せ
る
も
の
、即
ち
、

彼
に
よ
つ
て
「
批
評
せ
ら
れ
た
る
人
生
」
に
外
な
ら
な
い
、
此
の
意

味
に
於
て
、
文
芸
ま
た
は
詩
は
「
人
生
の
批
評
」
で
あ
る
」（『
近
英

文
藝
批
評
史
』（
昭
18 

全
国
書
房
）、「
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
」
三

三
〜
三
四
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
蘇
峰
の
立
場
は
、
彼
自
ら
「
マ

シ
ウ
ー
・
ア
ル
ノ
ル
ド
申
す
様
」
と
断
っ
て
も
い
る
よ
う
に
ア
ー
ノ

ル
ド
の
詩
論
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
正
当
な
理
解
の
上
に
立
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

（
23
）
本
文
で
は
言
及
し
得
な
か
っ
た
が
、
悲
劇
論
、
沙
翁
崇
拝
の
論
調
お

よ
び
審
美
論
を
観
念
的
に
振
り
か
ざ
す
現
象
に
対
し
て
批
判
を
加
え
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る
際
に
、
独
歩
は
「
縫
箔
の
文
学
」
と
い
う
語
を
以
て
そ
れ
ら
を
揶

揄
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
蘇
峰
の
文
学
論
を
意
識
し
た
も
の
に
ほ

か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、「
文
学
者
の
目
的
は
人
を
楽
ま
し
む
る
に

あ
る
乎
」（『
国
民
之
友
』
明
22
・
1
）
の
「
凡
そ
世
の
技
芸
家
の
絶

妙
の
作
な
る
も
の
は
、
未
た
必
ず
し
も
縫
箔
師
の
縫
箔
に
於
け
る
か

如
く
、
唯
た
其
の
指
端
の
み
に
由
て
出
て
来
り
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

特
に
文
学
上
の
作
の
如
き
に
至
つ
て
は
、
最
も
甚
た
し
と
な
す
な
り
」

と
い
う
一
節
に
徴
し
て
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
24
）
吉
田
正
信
「
徳
富
蘇
峰
の
文
学
評
論
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

明
治

編
26
『
キ
リ
ス
ト
者
評
論
集
』
02
・
12 
岩
波
書
店
）、
五
八
二
頁
。

（
25
）
中
皓「
民
友
社
の
詩
歌
論
―
―『
国
民
之
友
』を
中
心
と
し
て
―
―
」（
前

掲
）
二
七
〇
頁
。

（
26
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
矢
野
峰
人
『
近
英
文
藝
批
評
史
』（
前
掲
）「
マ

シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
」
の
項
や
井
上
正
名
「
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ

ル
ド
の
詩
の
定
義
と
批
判
の
態
度
」（『
大
谷
学
報
』
昭
45
・
3
・
31
）、

佐
藤
善
也
「
人
生
相
渉
論
争
期
の
北
村
透
谷
と
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ

ル
ド
」（『
透
谷
・
操
山
と
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
』（
97
・
7 

近
代

文
芸
社
））
な
ど
に
詳
し
い
。

（
27
）「
英
文
学
史
上
代
表
的
な
詩
論
の
古
典
の
一
つ
」（
渡
辺
栄
太
郎
「
マ

シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
の
「
詩
論
」
及
び
「
詩
歌
の
研
究
」」（『
大
東

文
化
大
学
紀
要
〈
人
文
科
学
〉』
平
15
・
3
）、
四
〇
一
頁
）
と
み
な

さ
れ
る
こ
の
論
文
は
詩
歌
一
般
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
、
積
年
の

思
考
を
書
き
纏
め
た
ア
ー
ノ
ル
ド
の
晩
年
の
集
大
成
で
あ
る
。
初
め

T
hom

as H
um

phry W
ard

の
イ
ギ
リ
ス
詩
人
集
（T

he E
nglish 

Poets: selections w
ith critical introductions/ by various w

rites; 

and a general introduction by M
atthew

 A
rnold, edited by 

T
hom

as H
um

phry W
ard, M

acm
illan,1880

）
の
総
序
と
し
て
書
か

れ
、
の
ち
ア
ー
ノ
ル
ド
の
代
表
的
な
論
文
集E

ssays in C
riticism

, 

Second Series

（M
acm

illan,　
　

）
の
巻
頭
に
収
め
ら
れ
、
全
体
の

序
文
の
趣
き
も
あ
る
。

（
28
）
こ
の
よ
う
な
認
識
は
ほ
か
に
バ
イ
ロ
ン
論
（
例
え
ば
、「
人
生
に
関
す

る
深
い
批
評
に
よ
っ
て
、
人
生
自
体
を
、
詩
的
真
実
と
美
の
法
則
と

い
う
不
可
分
な
関
係
と
し
て
表
わ
す
、
少
数
の
最
高
の
巨
匠
達
は
別

と
し
て
も
、
こ
の
種
の
不
均
衡
は
、
す
べ
て
の
詩
人
の
中
に
、
認
め

ざ
る
を
得
な
い
」（
荒
牧
鉄
雄
、
森
田
正
実
訳
注
『
ア
ー
ノ
ル
ド
批
評

論
集
』（
昭
62
・
11 

大
学
書
林
）
一
五
九
頁
）、「
詩
に
お
け
る
人
生
批

評
は
詩
的
真
実
、
詩
的
美
の
、
法
則
に
も
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
真
実
や
、
書
物
の
重
要
性
、
話
法
の
巧
妙
さ
や
、
完
璧
性
は
、

最
も
優
れ
た
詩
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
詩
的
真
実
と
詩
的

美
の
法
則
と
合
致
し
た
人
生
批
評
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
」（
一
六

〇
頁
））
等
の
発
言
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。

（
29
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
人
生
相
渉
論
争
期
に
お
け
る
北
村
透
谷
の
愛

1888
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山
・
蘇
峰
批
判
の
位
相
を
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
の
影
響
に
見
出

す
、
佐
藤
善
也
「
人
生
相
渉
論
争
期
の
北
村
透
谷
と
マ
シ
ュ
ー
・
ア

ー
ノ
ル
ド
」（
前
掲)

に
詳
し
い
。

（
30
）
も
ち
ろ
ん
、
蘇
峰
が
「
深
切
に
」
を
言
う
時
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
〝the 

noble and profound of ideas to life

〞
の
〝profound

〞
を
念
頭
に

置
い
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
は
前
後
の
文
脈
に
徴
し
て
推
せ
ら
れ
る
。

（
31
）
学
習
研
究
社
版
『
定
本
国
木
田
独
歩
全
集
』
第
二
巻
、
四
七
二
頁
。

（
32
）
同
右
、
四
八
三
頁
。

（
33
）
北
野
昭
彦
『
宮
崎
湖
処
子 

国
木
田
独
歩
の
詩
と
小
説
』（
93
・
6 

和

泉
書
院
）「
第
六
章　

国
木
田
独
歩
の
〈
精
神
上
の
大
革
命
〉
第
二
節 

植
村
正
久
と
独
歩
の
文
学
・
思
想
上
の
接
点
―
―
ワ
ー
ズ
ワ
ス
受
容

と
驚
異
志
向
に
お
け
る
植
村
の
役
割
―
―
」、
一
六
四
頁
。

（
34
）
初
出
『
文
学
』（
昭
40
・
1
）、の
ち
同
氏
著
『
国
木
田
独
歩
論
考
』（
昭

53
・
9 

創
世
紀
）
に
所
収
。

（
35
）
原
題
「
独
歩
文
学
の
位
置
―
―
特
に
そ
の
出
発
点
の
問
題
」（『
か
り

ば
ね
』
昭
38
・
12
）、
の
ち
同
氏
著
『
国
木
田
独
歩
論
考
』（
前
掲
）

に
所
収
。

（
36
）「
独
歩
文
学
の
位
置
づ
け
」。
引
用
は
『
国
木
田
独
歩
論
考
』（
前
掲
）

に
よ
る
。
三
二
頁
。

（37
）
同
右
、
三
三
頁
。


